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実践報告

中学校英語言語活動における「振り返らせ方」の実践的研究

増見 敦

本研究は英語授業における「振り返らせ方」に関するものである。昨年度の実践(増見，2021)の成果を踏

まえ、生徒の自己意識の変容を見取るための「小さな振り返り」を新たに設定し、その効果を検証した。中

学 1・2 年生を対象に、単元開始時、途中、終了時の「大きな振り返り」に加え、小さな振り返りを毎時間

行う単元と行わない単元を設定した。結果、1) 小さな振り返りが、振り返りと英語力(パフォーマンス課題

に求められる英語力と定義)の関係性を高める上で比較的有効だったこと、2)中でも「達成度のグラフ化」

が有効だったこと、3)自己意識の変容と英語力の伸びとの関係性が比較的高かったこと、4)自己意識の変容

と振り返りの質の関係は希薄だが、達成度グラフ「低平坦型」と「ジグザグ型」の生徒の振り返りスコアが

比較的低かったこと、が分かった。

キーワード：振り返り、英語力、自己意識、個人内評価

I はじめに

昨今、変化が加速する社会の中で生きていくた

めに必要な能力の１つとして「振り返り」が注目さ

れている。例えば中央教育審議会(2021)の答申では

2019 年 5 月に OECD が発表した“Learning Compass 

2030”を引用し、「この中で子供たちがウェルビー

イング（Well-being）を実現していくために自ら主

体的に目標を設定し、振り返りながら、責任ある行

動がとれる力を身に付けること」の重要性を指摘

している。

振り返りは観点別学習状況評価の１つ「主体的

に学習に取り組む態度」を見取るための方法の 1 つ

としても紹介され(国立教育政策研究所，2020)、筆

者は昨年度(2021 年度)に入学した中学生を対象に、

現在まで振り返りの指導と評価に係る実践を継続

してきた。振り返りのカリキュラム化、振り返りシ

ート、及び振り返り評価ルーブリックの開発を行

う中、生徒自身による多様な振り返りの視点を得

ることが可能となり、これらの実践が「主体的に学

習に取り組む態度」の見取りや生徒個別学習支援

に貢献するのみならず、授業者（=筆者）自身の授

業改善に大きく貢献し得るといった一定の成果を

得ることができた（増見，2021）。

一方、実践を重ねる中で、振り返りの記述内容が

最終的な英語パフォーマンスと上手く結びついて

いないのではと感じることもあり、振り返り指導

の中で生徒の変容を十分に引き出せていないので

はないか、という反省を得た。

こうした問題意識に立ち、2021 年度後半より生

徒の「自己意識の変容」の見取りを軸に、生徒の振

り返りの内容と英語力の伸びとの関係性を高めら

れるような「振り返らせ方」に着目した実践を試み

てきた。ここでは実践の経過と課題を報告する。

II 先行研究

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に係る振

り返りに関し、増見(2021)では中学１年生を対象に、

生徒の「生きられた経験」(van Manen, 1997)の記述

を軸とした振り返りシート、及び振り返り評価基

準の開発を行い、振り返り指導カリキュラムを提

案した上で、「主体的に学習に取り組む態度」の見

取りについて、その実践例を報告している。

振り返りと外国語の学習効果に関する研究に関

して、継続的な振り返りにより、言語スキルや英語

に対する自信が高まる傾向を示した Butler and 

Lee(2010)や、振り返りの内容と学習効果(テスト得
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点)の関係について、2 者の関係性が希薄であると

報告した Simard ほか(2007)の研究があるものの、

振り返りの継続的取組による生徒の学習の変容、

あるいは振り返り内容と学習効果の関係を検証し

た国内の研究は、筆者の知る限りではあるが、あま

り多くは見当たらない。

III 本実践研究の目的と研究課題（RQ）

本実践研究の目的は、生徒の振り返りの内容と

英語力の伸びとの関係性を高め得る「振り返らせ

方」の解明である。以下、設定された RQ である。

RQ 1 生徒の振り返りと英語力との関係性はどの

程度か？また、関係性が高い例があるとす

れば、それはどのようなものか？

RQ 2 生徒の自己意識の変容と英語力の伸びとの

間にどのような関係性があるか？

RQ 3 生徒の自己意識の変容と振り返り内容との

間にどのような関係性があるか？

IV 実践

4.1 対象授業

本実践は、関西圏の中等教育学校で筆者が担当

する「英語 1」(2021 年度中学 1 年段階対象)及び

「英語 2」(2022 年度中学 2 年段階対象)の授業で行

われた。教科書は三省堂 NEW CROWN を使用し、

週 4 時間の授業である。毎回の授業では教科書を

用いた学習に加え、教科書の各レッスンで扱われ

ている言語材料や題材、あるいはコミュニケーシ

ョン能力の育成を目的とした帯活動（10 分程度の

短時間を使い毎回の授業で継続的に行う活動）を

実施している。なお本報告は、2021 年 4 月から 2022

年 6 月の実践内容に関するものである。

4.2 情報提供者

上記の科目を受講する 2021 年度入学生徒 125 名

である。小学校での「外国語活動」と移行期間を含

む「外国語」を共に経験している。英語の受け答え

にも慣れ、英語に興味を持って入学してきた生徒

もいれば、既に英語に苦手意識を持って入学した

生徒もいる。

4.3 実践方法①「振り返りのカリキュラム化」

本実践に先立ち、国立教育政策研究所(2020)や亘

理(2020)を参考に、振り返りの指導及び評価をカリ

キュラムに組込んだ。(図 1)。

 
図 1 各単元「振り返り」カリキュラムのイメージ

各単元で設定したパフォーマンス課題(4.4 参照)

の取組に対して「大きな振り返り」を単元開始時

(A)、途中(B)、終了時(C)の 3 つの時点で行う(増見、

2021)。なお、本研究では教育実験として個人内評

価の視点を採用した「小さな振り返り」を毎時間行

う単元と行わない単元を設定した。各振り返りで

は、振り返りシート(4.5.1 参照)が使用される。

4.4 実践方法②「パフォーマンス課題・言語活動」

石井(2021)では、「ペーパーテスト以外に、パフ

ォーマンス課題のように、知識・技能を総合的に使

いこなす学力を試す課題を、単元末の課題や単元

を貫く課題として設定」する必要性が述べられて

いる。これを受け本実践では、教科書の単元毎に、

そこで扱われる言語材料や題材、あるいは毎回の

授業で行われる帯活動の内容に対応したパフォー

マンス課題が用意され、各単元末にパフォーマン

ステストが実施される。(表 1)

表 1 パフォーマンス課題一覧
〔2021 年度中学 1 年生対象〕

Lesson 1 先生への 30秒英語
自己紹介

Lesson 2 先生からの質問へ
の応答

Lesson 3 Show & Tell「30 秒
私の町紹介」＋質
問への応答

Lesson 4 教室の前で 30秒他
己紹介＋先生から
質問への応答

Lesson 5 教師が述べたこと

〔2022 年度中学 2 年生対象〕

Lesson 1 ALT の先生におす
すめの本の紹介
(50秒)＋先生から
の質問への応答

Lesson 2 「10 年後の私」スピ
ーチ＋友達のス
ピーチへの感想

Lesson 3 身の回りの問題説
明＋解決プロジ
ェクト紹介

Lesson 4 リテリング＋絵の
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に関連した質問を
その場で行う

Lesson 6  実際にイギリスの
中学生へ日本紹介
文あるいは学校紹
介文を書く

Lesson 7 ALT の先生と 1 分
間チャット

Lesson 8 ALT の先生に 1 分
間で多くの動物を
英語で説明

人物へ何をして
あげたいかを説
明＋学校行事の
思い出

Lesson 5 実際にイギリスの
中学生へ自分の
住んでいる町を
他の町と比較し
て紹介

Lesson 6 中国以外の国や地
域で飲まれてい
るお茶について
班で調べたもの
をクラスに口頭
発表する（グルー
プ発表）

Lesson 7 ・ALT の先生と 1
分間チャット
・日本の伝統（舞
台）芸術について
班で調べたもの
をクラスに口頭
発表する（グルー
プ発表）

4.5 実践方法③「振り返りシートと振り返り評価」

各生徒の振り返りを確認し、評価する上で、生徒

の学びの足跡を残す工夫が必要となる。その方法

の 1 つが振り返りシートである。ここではシート

の内容と、その評価の取組を述べる。

4.5.1 振り返りシート

1) 大きな振り返り用シート

大きな振り返りでは増見(2021)で開発した振り

返りシートが用られる。それぞれ以下の記述が課

される。

【単元開始時】本単元のパフォーマンス課題の提示

後、①初めてパフォーマンス課題に

挑戦した今の気持ち、②今の自分の

課題の分析、③この単元での学習の

見通し、が記述される。

【単元途中】パフォーマンステスト評価観点の提示

後、①評価観点を知った今の気持ち、

②現在までの自分の勉強の評価と

検証、③単元後半の学習への見通し

の設定、が記述される。

【単元終了時】パフォーマンステスト後、①パフォ

ーマンステストを終えた今の気持

ち、②これまでの勉強の評価と検証、

③今の課題と今後の学習の見通し、

が記述される。

2) 小さな振り返り用シートの開発

本研究では、一つの単元を通じ、生徒の自己意識

の変容を見取る方法を検討するために、個人内評

価の視点を採用した「小さな振り返り用シート」を

2 種類(タイプ A 及びタイプ B)開発した(図 2)。

  
図 2 2 種類の「小さな振り返り用シート」

（左：タイプ A 右：タイプ B）

 
これら「小さな振り返り」シートは毎回の帯活動

の後に使用されるものであり、各タイプの違いは

以下の通りである。

【タイプ A】今日の活動に対する 5 件法自己評価、

及びコメント記述が課される。

【タイプ B】授業で示された「パフォーマンス課題

達成レベル 100」に対し、今日時点で

のコメント(「できるようになってきた

こと（強み）」、「改善すべき点（弱

み）」)、及び「パフォーマンステスト

満点レベルまで、今どのあたりですか、

しるしをつけよう。」という指示のも

と、達成度のグラフ化が課される。

4.5.2 振り返りの見取りと評価

表 2 は、大きな振り返りシートの内容から評価

の視点を定めた上で、「主体的に学習に取り組む態

度」の 2 つの評価観点(「粘り強い取組を行おうと

する側面」及び「自らの学習を調整しようとする側

面」)と関連付けたものである。そして表 3 は、表

2 に基づいて設定した振り返り評価基準である（増

見(2021)を改変）。
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表 2 振り返り評価の視点と「主体的に学習に取り

組む態度」の関係 

振り返り評価の視点 
主体的に学習に取り

組む態度 

目標に向けた行動を継続的に行い
つつ、学びの経験や問いを自覚的に
捉え、記述しようとしている 

粘り強い取組を行お
うとする側面 

目標に向けた行動の分析に基づき、
新たな目標を立案し、次に取るべき
行動を考えようとしている 

自らの学習を調整し
ようとする側面 

 

表 3 振り返り評価基準 

評 

価 

粘り強い取組を行おうと

する側面 

自らの学習を調整しよう

とする側面 

①「目標に向けた継続的
な行動」及び②「学びの経
験や問いを自覚的に捉え
る姿」について 

③「目標に向けた行動の
分析」及び④「新たな目
標・今後の具体的行動の
立案」について 

a ①・②ともに十分に見取
ることができる 

③・④ともに十分に見取
ることができる 

b ①あるいは②を見取るこ
とができる 

③・④ともに見取ること
ができる 

c ①・②ともに見取ること
ができない 

③あるいは④を見取るこ
とができない 

 

単元開始・途中・終了時の大きな振り返りでは、

2 つの観点について、それぞれ a～c の評価を行っ

た後、2 つの評価を合算し A～C の振り返り評価が

決定される(表 4)。なお、合算では国立教育政策研

究所(2019)の「『主体的に学習に取り組む態度』の

評価のイメージ」(p. 9)を参考にした(図 3)。 

 
表 4 振り返り評価の決定 
粘り強さ 学習調整 振り返り評価 

a a A 評価 
a b B 評価 
a c C 評価 
b a A 評価 
b b B 評価 
b c C 評価 
c a C 評価 
c b C 評価 
c c C 評価 

 

 
図 3「主体的に学習に取り組む態度」評価イメージ 

4.6 分析 

各 RQ の分析では、振り返りシート及びパフォ

ーマンステスト結果を用いた量的調査、及び振り

返り記述を質的に分析した。 

 

Ⅴ 結果と考察 

 

5.1 RQ 1 振り返りの内容と英語力 

2021 年 4 月から 2022 年 6 月まで実施した計 10

単元の内、①「大きな振り返り」のみ実施の 7 つの

単元、②大きな振り返りと毎時間の「小さな振り返

り」を併用した 3 つの単元について、各単元での

「振り返り評価スコア(A を 5 点、B を 3 点、C を

1 点に得点化したもの)」と「パフォーマンステス

トスコア」との間で相関分析を行った。 

結果、①では、.21*、.14、.16、.36**、.32**、.14、.27**、

②では、.45**、.53**、.55**の数値(p値は、*：5％

有意、**：1 ％有意を示す)が検出され、振り返り

の内容と英語力との間に低から中程度の正の相関

が確認された。また、相関値は総じて①より②が高

く、説明力（相関値の二乗）は 20～30%前後にとど

まるものの、振り返りと英語力との関係性を高め

る上で、毎時間の「小さな振り返り」の有効性が一

応確認された。 

小さな振り返りでは、タイプ A シートの使用

(.45**) よ り タ イ プ B シ ー ト 使 用 の 相 関 値

(.53**、.55**)が高く、タイプ B シートのある程度

の有効性が確認された。 

 

5.2 RQ 2 自己意識の変容と英語力の伸び 

分析では中 2 レッスン 1(全 9 時間)を取り上げ

る。本単元では教科書の内容に沿い、パフォーマン

ス課題として「ALT の先生にお勧めの本を紹介し

よう」[話すこと(やり取り)]を設定した。単元末の

パフォーマンステストでは一人１分が与えられ、

ALT と筆者の前で「おすすめの本の紹介(50 秒)」

と「ALT の質問への応答(1 文＋補足情報 1 文)」を

行った。本分析では単元前後の比較を行うため、3

つの評価観点(①流暢さ（60 wpm で 7 点満点）、②

内容（おすすめの本について印象に残るまとまり

ある紹介である、で 7 点満点）、③正確さ（学習し
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た文の仕組みの使い方が適切である、で 5 点満点）)

に着目した。 

毎授業の帯活動では「①個人練習→②1 分間の発

話を ICレコーダーに録音→③生徒が自分の録音を

聞いて分析→④『タイプ B シート』を使って発話

語数の記録→⑤発話の強みと弱みの記述→⑥その

日の達成度のグラフ化」を行った。 

単元終了後にタイプ B シートを回収、自己意識

の変容に関しては各生徒の描いた達成度グラフの

形状に着目し、「a 増加型」、「b 高平坦型」、「c

中平坦型」、「d 低

平坦型」、「e ジ

グザグ型」、「f 減

少型」の型に分類

した(図 4)。一方、

英語力の伸びに

ついては、先述の

①「流暢さ(ここ

では WPM の数

値を使用)」、②

「内容」、③「正

確さ」スコアを使

用し、意識の変容

の型と英語力の

伸びとの関係性について分析を行った。 

なお、これらの生徒が描いたグラフにより、単元

を通じて生徒の意識の中で達成度が「上がってい

ると感じているのか」、「下がっていると感じてい

るのか」、「停滞していると感じているのか」を授

業者が即座に見て取ることが可能となった。 

以下、分析結果である(表 5)。 

 

表 5 意識の変容の型と英語力の変化 (n=121) 
変容の型 人数 流暢さ 

(WPM) 
内容 

(7 点満点) 
正確さ 

(5 点満点) 
a 増加型 64 36.1→74.7 

(38.6) 
2.4→5.6 

(3.2)  
1.9→3.5 

(1.6)  
b 高平坦型 9 57.0→85.2 

(28.2)  
3.9→5.7 

(1.8)  
2.7→4.0 

(1.3)  
c 中平坦型 17 34.7→71.6 

(36.9) 
2.2→4.9 

(2.7)  
1.6→3.2 

 (1.6)  
d 低平坦型 13 33.0→58.5 

(25.5)  
2.5→4.2 

(1.7)  
2.1→3.3 

 (1.2)  
e ジグザグ型 18 32.9→66.1 

(33.2) 
2.3→4.6 

(2.3) 
1.7→3.1 

(1.4) 
f 減少型 0    

※「流暢さ」、「内容」、「正確さ」の数値は 
単元開始時平均→終了時平均 (平均の差)を示す 

 

まず自己意識の変容の型では、a 増加型が最も多

かった。次に、単元前後の流暢さ、内容、正確さの

スコアを見ると、流暢さ、内容ともに a 増加型の伸

び率が最も高く、d 低平坦型が最も低かった。正確

さの伸びは a 増加型と c 中平坦型が最も高く、d 低

平坦型が最も低かった。これらより、生徒の意識の

変容と英語力の伸びとの関係性(意識の達成度が上

がると英語力の伸びも高まる傾向)が見て取れる。

なお、b 高平坦型は、単元開始時の値がもともと高

かったため、その後の値の伸びが少なかったとも

考えられる。 

 
5.3 RQ 3 自己意識の変容と振り返り内容 

 分析では RQ2 と同じ単元を取り上げた。自己意

識の変容の見取りに関しては RQ2 で扱った変容の

型を、振り返り内容に関しては、大きな振り返り 3

回分合計スコア(15 点満点)に加え、振り返りの記

述を質的資料として使用した。 

結果、各 a～e 型の大きな振り返りスコア平均は

順に 12.3、 12.3、 12.2、 11.5、 11.6 と大差はな

いものの d 低平坦型と e ジグザグ型が比較的低か

った。ここで質的資料として、以下 d 型の生徒 T

の振り返り例を取り上げる。 

単元開始時、T は本の紹介を何も話せない悔しさ

から、この単元にやるべきこととして「スピーキン

グ」を軸に「単語を覚える」、「何を言うか決める」

を挙げた。その後、毎回の帯活動の振り返りでは、

「前より話す内容があったから語数が増えた」と

いった強みとともに「語順とかおかしい」といった

弱みを書き、達成度の低い平坦なグラフを描いて

いた。単元途中の大きな振り返りでは、自身の学習

について「単語が覚えられていない」、「語順がバ

ラバラ」などを挙げ、単元後半の大きな目標として

「語彙力アップ」とその具体策を記述した。その後

の授業では、「語彙数が足りない」、「単語が出て

こなかった」といった語彙に関する弱みを挙げる

一方、接続語、接続詞が使えたといった強みを挙げ

る。これは筆者が接続語に関する指導を行ったこ

とが影響したのかもしれない。しかしながら意識

の達成度の向上は見られなかった。そして単元最

 
図 4 グラフ形状の例 
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後の振り返りでは、「50 秒間ずっと話すことがで

きたので少しほっとしている」と述べ、学習の検証

では 2 回目の振り返りで立てた目標が「ある程度

達成できた」ものの「もっと頑張ったら良かったと

思います」と振り返り、次の課題として「接続語を

使う」を軸に「語彙を増やす」、「語順に気を付け

る」ことを記述した。しかしながら、この単元の T

のパフォーマンススコアはどの観点もあまり伸び

なかった。 

このように T は小さな振り返りと、大きな振り

返りを一貫してうまく振り返りができているもの

の、自己意識の中で達成度が停滞し、テストスコ

アが伸びなかった。このような生徒がいたことは、

授業者側の十分な学習支援ができているとはいえ

ず、改めて筆者の反省となった。この単元の後、こ

のような生徒(特に d 低平坦型生徒)に対しては、個

別支援を心がけるようにしている。 

 

Ⅵ 成果と課題 

 

本実践の成果として、個人内評価の視点に着目

した小さな振り返りの活用により、１つの単元を

通じて生徒の意識の変容の視覚化と見取りが可能

となった。これらの意識の変化が、英語力の伸びと

一定の関係性を有していることも分かり、2 者の関

係性を高め得る「振り返らせ方」のヒントが得られ

た。同時にこれらの取組により、指導のタイミング

の見取りが容易となり、早期支援が可能となった

ことは大きな成果である。特に d 低平坦型の生徒

に対して個別学習支援を実施することで、後にテ

ストスコアが向上した生徒も現れたことは大きな

喜びである。 

一方、今回は 1 単元内での調査にとどまり、単

元を超えた調査には至っていないことが挙げられ

る。今後も継続して、英語力の伸びに寄与し得る

「振り返らせ方」の可能性を探りつつ、振り返り指

導のあり方の検討を継続してゆきたい。 

 

付記 

 

本論文は、日本教科教育学会第 48 回全国大会大

会において発表したものを加筆、修正したもので

ある。 
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